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研究成果の概要（和文）：本研究は、家族をめぐるイデオロギーに焦点を当て、アメリカ占領下
の日本における「女性解放」政策の歴史的意義を再評価することを目的とした。その際、占領
期を日米の家族観やジェンダー観がせめぎ合う場としてとらえ、人口政策と性・生殖のコント
ロールという観点から家族政策を考察した。その結果、占領下では近代家族イデオロギーの法
制化と同時に、「不適者」を排した優生学的な家族像が規定されていったことを明らかにした。 

 

研究成果の概要（英文）：This study aims to reevaluate the historical significance of the so-called 

“women’s emancipation policy” during the U.S. occupation of Japan after World War II, using family 

ideologies as a focus. By viewing the occupation as a stage where the American and Japanese ideologies 

of gender and family met and sometimes clashed, this study analyzes the family-related policies of the 

period, including population policy and reproductive control. It shows that the laws and legal systems 

established during the occupation were based on the modern family ideologies of the time, and used 

eugenics to eliminate "unfit" individuals from the family image. 
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１．研究開始当初の背景 

 アメリカの日本占領（1945-52 年）は、ア
メリカが他国に軍事介入した「成功例」とし
て位置づけられてきた。その象徴的な例に、
日本女性の「解放」がある。そしてこれまで
多くの研究が、この「女性解放」の物語を補
強してきた。例えば、ハーヴァード大学のス
ーザン・ファー（1978）は、占領軍女性スタ
ッフと日本女性との間に形成された「女性政

策同盟」が「進歩的な」改革を推進したと論
じた。近年の研究においても、牟田和恵が、
日米の女性たちが協力関係を結んだことを
指摘し、占領改革を女性たちにとっての「福
音」と位置づける（牟田, 2002）。 

 しかし、こうした図式による理解では、第
一に、「女性政策同盟」の一翼を担い得たの
は、一部の日本女性のみであったこと、そし
て第二に「進歩的な」改革が行われたのは、
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表面的な法制面の改革においてのみだった
ことが見落とされてしまう。そこで本研究で
は、第一に、「女性政策同盟」という政策推
進主体を問い直し、日米双方における多様な
政策推進主体に注目した。第二に、占領改革
に影響を与えたアメリカ側の思想的背景に
も着目し、それを受ける日本側の家族像との
せめぎ合いのなかで結実した改革を考察し
た。 

 

 

２．研究の目的 

(1)本研究の目的は、アメリカ占領下の日本に
おける「女性解放」政策の歴史的意義を再評
価することにある。その際、家族と生殖に関
する諸法律や政策を検討することによって、
占領下でどのような「家族」像が規定されて
いったのかを検討した。特に、「特定の家族
像」という社会規範を法制化したと同時に、
そうした家族イデオロギーを規定していっ
た家族法に注目した。 

(2)本研究においては、占領期を日米の家族観
やジェンダー観がせめぎ合う場としてとら
える。その際、人口政策と性・生殖のコント
ロールという観点から家族政策を考察し、ど
のような家族観が前提となって、改革として
結実したのかを実証的に探った。 

 

 

３．研究の方法 

(1)家族政策に関する日本側の資料としては、
政府文書として国立公文書館所蔵の「臨時法
制調査会関係資料」や国立国会図書館憲政資
料室所蔵の司法省終戦連絡事務室文書、さら
に国立国会図書館所蔵の帝国議会の議事録、
日本立法資料全集などを中心に、資料収集お
よび調査し、日本側から見た日米間の折衝過
程に関して綿密に分析した。 

(2)家族政策に関する連合国最高司令官総司
令部（GHQ/SCAP）の資料としては、米国国
立公文書館所蔵の GHQ/SCAP 文書（マイクロ
フィッシュを国立国会図書館憲政資料室が
所蔵）の資料調査を行った。 

(3)家族政策に大きな影響を与えたアメリカ
人運動家等に関する資料としては、①スミ
ス・カレッジ所蔵の「マーガレット・サンガ
ー文書」（マイクロフィルムを関西大学図書
館が所蔵）、②ハーヴァード大学医学部図書
館所蔵の「クラレンス・ギャンブル文書」、
ハーヴァード大学シュレジンガー図書館所
蔵の「サラ・ギャンブル文書」、③シュレジ
ンガー図書館所蔵の「家族計画オーラルヒス
トリー文書」を資料調査し分析した。 

 

４．研究成果 

(1) 占領下で制定された憲法が、どのような
「家族」像を設定してきたのかを女性労働問

題に注目して探った。女性の労働に注目する
のは、女性の役割があくまで家庭にあると前
提されているなら、家庭の外に働く女性労働
者に対する政策の方向性は、おのずと決まっ
てくるからである。憲法改正を審議した帝国
議会の議事録をもとに制定時の憲法解釈を
明らかにし、同時にその憲法解釈がいかにそ
の後の政策のなかに波及していったのかを、
労働基準法を具体例として明らかにした。そ
の結果、表面的には女性のためになるような
条項が、実際には「近代家族」イデオロギー
を法制化していった経緯が明らかになった。
また、憲法 24 条の「両性の本質的平等」と
いう規定こそが、差異を認めつつ男女を平等
に扱うことを許容し、そこから「合理的な差
別」を認めることにつながったことを明らか
にした。 

(2)本研究の課題であるアメリカ対日占領期
における家族イデオロギーは、研究を進める
なかで浮き彫りになったバースコントロー
ルをめぐる家族政策に注目することで、明ら
かになった。まず、アメリカの産児制限運動
家であるマーガレット・サンガーの来日禁止
をめぐって占領下で激しい議論が見られた
ことを中心に、この問題を考察した。すなわ
ち、バースコントロールという私的であるは
ず行為が、政府によって公的なものとされて
いった過程や、さらにそれを占領軍やアメリ
カ側が支持し援助していたのにもかかわら
ず、その支援を公表することを執拗に避ける
方針が採られたことを明らかにした。つまり、
サンガーの来日禁止は占領下の人口政策全
体の中で位置づけると、民族や優生思想との
関係性のなかで、「家族」が性と生殖をめぐ
る公的な制度として考えられたにも関わら
ず、それを公にしない政策がとられたことを
明らかにした。 

(3) 続いて、日本のバースコントロール運動
にとって大きな転換点となった国際家族計
画連盟（IPPF）の第５回会議が、アメリカ人
慈善活動家でバースコントロールの推進の
ために世界規模での寄付をしたクラレン
ス・ギャンブルの功績によるものとされてき
たこととその意味を明らかにした。実際には、
ギャンブルは IPPF 会議の開催にほとんど貢
献していなかったにもかかわらず、彼を戦後
日本のバースコントロール運動に転換をも
たらした人物として称賛した理由を考察し
た。占領期に人口抑制のための公的な政策と
見なされることのなかったバースコントロ
ールは、推進するための資金を欠いており、
その財源としてギャンブルは有用であった。
その上、彼の優生思想は日本側の国立公衆衛
生院の古屋芳雄にとっても共有できる思想
だった。しかし、日本のバースコントロール
運動は、ギャンブルの関与を積極的に促した
ことによって、人口コントロールと優生学と



 

 

いう隠された課題を進めることになった。 

(4)クラレンス・ギャンブルに焦点を当て、占
領下でどのような「家族」像が理想とされて
いったのかを、人口政策と性・生殖のコント
ロールという観点から検討した。特に、ギャ
ンブルがなぜバースコントロールを推進す
るようになったのか、さらにギャンブルがど
のようにして日本と関わるようになったの
かを明らかにした。日本のバースコントロー
ル運動をアメリカ国内における運動との連
続性のなかで理解した結果、ギャンブルがバ
ースコントロールを推進したのは、アメリカ
白人エリート層のような「適者」が安心して
暮らせるように、世界規模での「逆淘汰」を
防ぐためであったことが明らかになった。つ
まりアメリカで支持をあつめた優生学的な
「家族像」の日本への輸出ともいえる。つま
り、アメリカ対日占領期には、白人ミドルク
ラスの理想とする「家族像」が、日本にもた
らされたことが明らかになった。それは当然
のことながら、日本側でこうした思想を積極
的に受けいれる人びとがいたためでもある。 
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